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りますが、毎月「陸上競技マガジン」と一体として発行しています。陸上競技に関する啓発記事のほか、
必要に応じて、評議員会、理事会の決定事項、各専門委員会、事務局からの報告、通達も掲載いたしま
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平成25（2013）年の年度当初予定された主催競技会は、11月17日（日）
厚別公園競技場内周辺コ－スで、道内各地から200名の小学生が参加
して開催した「ちびっ子駅伝」で全ての予定の日程を終了することが
できました。
今年の北海道選手の活躍は、小学生、中学生、高校生、大学・社
会人とそれぞれ活躍をいたしました。第29回全国小学生陸上競技交
流大会では、優勝二種目・入賞四種目を果たし、第40回全日本中学
校陸上競技選手権大会では、七種目に入賞を果たし、第66回全国高
等学校陸上競技対校選手権大会では優勝二種目・入賞九種目の成績
を残しました。
また、10月4日から行われました「第68回国民体育大会スポ－ツ祭

り東京2013」では、4年ぶり男女総合天皇杯5位を獲得できました。
今年度開催されました国際競技会にも日本代表選手として、北海道出
身の選手が出場し活躍してくれました。
平成26年度は、三巡目となる全日本中学校陸上競技選手権大会が、
平成27年8月札幌市厚別公園競技場で開催されるのに伴い、サブグラ
ウンドの改修、本競技場の改修が行われます。来シ－ズンは春先一部
の競技会を除き、全て札幌円山競技場での開催となります。この、全
日本中学校陸上競技選手権大会の北海道開催のため、8月19日から愛
知県名古屋市瑞穂公園陸上競技場で行われた40回大会へ北海道中体
連、北海道陸上競技協会から関係者が大会視察に伺い準備を進めて
いるところです。

一般財団法人北海道陸上競技協会 

10月半ばよりロードレース中心の競技運営の中で、全国の女子大学
の各地区予選から勝ち上がった19校とシード校6校、並びにオープン
参加の東北学生選抜チームの計26校が出場した全日本大学女子駅伝
対校選手権大会は、仙台で開催されて9年目を迎え「杜の都駅伝」の
愛称として美しくも激しい戦いが繰り広げられ無事終了いたしました。
また、「がんばろう東北！松島ハーフマラソン大会」も全国より8600
人と多くのランナーが参加し、まだ震災の影響が一部残るコースで
各々の走りをしていただき、被災された多くの皆様に元気を与えてい
ただき大会運営も成功裡に終了いたしました。
そして、県下の男女駅伝大会にも多くのチームの参加があり、震災
の被害の大きかった石巻市・大崎市で開催いたしました。
震災で、施設・道路等まだまだ復旧の途中で厳しい環境ではありま

すが、被災地で市民マラソン大会・駅伝大会等のイベントを実施する
ことで被災された多くの皆様に元気になってもらうよう運営を頑張っ
ております。
今後は、12月15日（日）に全日本実業団対抗女子駅伝競走大会を

日本三景の松島をスタート、仙台市陸上競技場ゴールのコースで27
チームの参加で開催いたします。日本の女子のトップランナーの多く
の選手が参加されます。本県3年目の開催です。選手の活躍を期待し
たいものです。

（文責：理事長　殿内信一）

一般財団法人宮城陸上競技協会

2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催決定、まことにお
めでとうございます。
今月8月にモスクワで開催の世界陸上女子マラソンで本県出身の福
士加代子選手（五所川原工業高校→ワコール）が3位に入賞し、世界
大会での初めての銅メダルを獲得しました。青森陸上競技協会創立以
来のことであり、陸上関係者のみならず青森県民あげて大変喜んでい
ます。この快挙を記念し、県陸上競技協会では盛大な祝賀会を開催し
ました。また、東北陸上競技協会からもお祝いを頂きありがとうござ
いました。
11月17日の長距離記録会を最後に、今年度の主催のトラック競技
会は全て終了しました。11月2日には中学生指導者の研修会を開催し
ました。参加者は少なかったものの日本陸連普及育成委員長の繁田進
先生・普及育成委員の松田克彦先生を講師として、メンタル面と技術
指導の両面にご指導いただきました。受講者一同、講師の先生には心
から感謝申し上げます。
先に行われましたジュニアオリンピッ

クでは、例年になく好成績でした。特に
女子のＣクラス800ｍで山口光選手（佃
中学）さんが優勝しました。2020年の東
京オリンピックに向かって大いに成長し
活躍してくれることを期待しているとこ
ろです。 （文責：理事長　安田信昭）

一般財団法人青森陸上競技協会 

平成25年東京国体において、本県選手団がここ数年における大会
の中では、素晴らしい好成績を収めることができた。特に女子の活躍
が素晴らしく、皇后杯成績11位という結果を得ることが出来た。
少年女子B川村知巳選手の200ｍ優勝、成年少年女子共通4×100

ｍリレーで川村選手（少年女子B）・小山琴海選手（少年女子B）・土
橋智花選手（少年女子A）・藤沢沙也加選手（成年女子）のオーダー
で大会新記録での優勝、その他、3種目の入賞など、昭和45年の岩手
国体の成績を上回ることが出来た。
平成28年、3年後の国体開催に向け、大いに弾みになったが、これ

からの残された年、精進・努力、好成績を期待したい。

一般財団法人岩手陸上競技協会
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審判員の高齢化、新規登録者の不足により年々審判員の数が減少
してきている。近い将来、大会運営に支障をきたすことが懸念され、
新規審判員の確保が急務となっている。
そこで、一つの方法として高校三年生の部活動が終わっての新人戦
等の大会に、高校生を補助員として活用する傍ら審判業務のノウハウ
を指導し興味を持ってもらう。その上で審判員を希望する生徒を募り、
新規高卒審判員としての特例措置によるB級審判員として委嘱し2年
間を目途に資質の向上に向けて研修を進める。
特例措置とは、審判登録は正規に行うが、登録・審判業務に関わる
金銭的なことに負担を掛けないよう便宜を図る。審判業務に興味を持
たれるよう新規審判員の担当者を選任し、きめ細やかな指導をする等
であり、高体連・各郡市陸協の協力を得、是非実現したい。

（文責：理事長　鈴木文男）

秋田陸上競技協会

今年度のトラックシーズンも11月に入り、県内外競技会の全日程を
終了しました。特筆すべき事項は、斉藤真里菜選手（土浦湖北高）が
昨年に引き続き、女子やり投でインターハイ・国体・日本ジュニアを2
年連続で制するという金字塔を打ち立てました。内容的にも国体と日
本ジュニアでは、大会新記録を樹立しての優勝と、まさに圧巻の勝利
でありました。しかし、6年後に茨城国体開催を控える本県にとって、
最大の課題ともいうべき競技力向上面を考慮すると、厳しい状況は否
めないところでもあります。東京国体では、成年男子400ｍで石塚祐
輔選手（ミズノ）と、上述の斉藤選手が優勝を果たしたものの、天皇
杯得点43点・皇后杯順位24位という成績に終わってしまいました。こ
の結果を受けて過日選手強化委員会を開催、今年度の反省を踏まえな
がら今後の強化方針について話し合いが持たれました。今、我々がで
きること。それは少年種目の強化という点で、合意をみました。その
手立ての一環として小学生を交えた強化練習会が、クラブチームの関
係者や小・中学生指導者の協力のもと、今月よりスタートします。ま
た全国大学陸上界の雄、地元筑波大学の監督・コーチの方々の出席
を賜り、本県強化スタッフへの参画や、更なる支援体制の構築を図る
ことになりました。来るべき大会本番を見据え、着実な歩みを展開し
て参りたいと考えています。そして、いよいよ駅伝シーズンの到来と
なりました。300万県民の期待を担って、各種別の全国駅伝や、都道
府県駅伝での茨城勢の活躍が、本県競技力向上への起爆剤となってく
れることを願って止まないところであります。（文責：理事長　潮田茂）
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ロードレースシーズンに突入し、11月2日・3日に開催した奥羽横断
駅伝は岩手県北上市から秋田県横手市を経て由利本荘市をゴールと
する117km、2日間のレースで、県別対抗の部で本県チームは両日と
も優勝し総合優勝と、この大会三連覇を達成しました。また、11月10
日には、福島市を会場とする東日本女子駅伝が開催され13位の成績
ではありましたが、3区で高校生が東北勢で唯一の区間賞を獲得しま
した。さらに、11月3日に、埼玉県庁から熊谷スポーツ文化公園陸上
競技場間で繰り広げられた東日本実業団対抗駅伝競走大会に出場し
た南陽市役所チームは、三年目にして念願の13位となり、1月1日に
開催される『ニューイヤー駅伝』の切符を手にするなど、明るいニュー
スが続き、山形県長距離界の気運も大いに盛り上がっております。こ
の気運が新年1月に京都で開催される皇后盃都道府県対抗女子駅伝お
よび広島で開催される天皇盃都道府県対抗男子駅伝にも弾みをつけて
くれました。「雪国でもやれる！」ことを証明してくれるものと期待を
しています。
さて、9月には高体連より2017年南東北インターハイの会場が三県
同時に発表され、陸上競技は山形県開催となり、4年という短期間の中、
大会に向けた準備と選手の強化育成を急がなければならず、各関係団
体が連携して計画的に進めることになりました。さらに、2020年には
東京オリンピック開催も決定したことから、山形からもオリンピック選
手を出したいことと、2017年インターハイの強化を続けて行きたいと
考えているところです。 （文責：常務理事　秋久保孝）

一般財団法人山形陸上競技協会

トラックの競技会はすべて終了し、ロードレース・駅伝をわずかば
かり残すことになりました。今年度は次年度の第98回日本陸上競技選
手権大会に向け、様々な準備が始まっています。協会一丸となって、
陸連よりのご指導を受けながら、選手のためにどうしたら良い競技会
なのかを模索し、様々な面で一生懸命努力していく覚悟でおります。
各都道府県陸協よりのご指導もお願いしたいと考えております。よろ
しくお願い致します。
さて、今年の県内最大の駅伝となる「第25回市町村対抗福島県縦
断駅伝競走大会」が、白河市総合運動公園を7時40分のスタート、
福島県庁までの16区間、95.1㎞を、53市町村の代表チーム、男女13
歳から50歳台までの選手、839人が力走し、県庁に12時40分フィニッ
シュしました。
成績は、市の部1位は会津若松市が初優勝、町の部1位は会津美里

町が初優勝、村の部は泉崎村が8回目の優勝という結果になりました。
この駅伝の貢献は大きく、県内を代表する選手、日本を代表する選手
も中学生の頃より走っており、普及強化につながっております。また、
県民の関心も大変強いものがあります。
今後当陸協、次年度に向けた普及強化、競技運営、協会内の円滑
運営を目指し、努力していきます。

（文責：理事長　佐藤勇）

福島陸上競技協会
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◇◆第22回日本陸上競技連盟トレーナーセミナー開催案内◆◇
　日本陸上競技連盟医事委員会トレーナー部は、１）陸上競技における選手サポート体制の確立、２）トレーナーの意識、知識、技術の向上、
３）トレーナーの地位確立、を目的として設立し、毎年、「日本陸上競技連盟トレーナーセミナー」を開催しています。第22回目の今年度は、
下記の要領で開催致しますので、受講希望の方は申込方法に従ってお申込下さい。
期　　日：2014年3月28日（金）〜30日（日）（3日間）
場　　所：味の素ナショナルトレーニングセンター
参 加 費：25,000円（教材費込み）
定　　員：100名（先着順）　
参加資格：①現在陸上競技の現場に携わっている方（治療院・病院のみの活動では不可）
	 ②	救急法に関する資格を保有、もしくは救急法に関する講習等に参加したことがある方。あるいはセミナー開催までにいず

れかの救急法の講習会を受講できる方。且つ、他人の助力なしに一人で救護活動ができる方。（特に資格提示の必要はなし）
	 ③3日間全日程を受講できる方
受付開始：2014年1月6日（月）
締め切り：2014年1月24日（金）消印有効
※参加申込の詳細は、本連盟ウェブサイト　http://www.jaaf.or.jp/　をご参照下さい。

◇◆年間表彰「日本陸連アスレティック・アワード2013」12月17日に開催！◆◇
　2007年に始まった「日本陸連アスレティック・
アワード」も今年で7回目を迎えます。
　本会は日本選手権優勝者の栄誉を称えるととも
に、国内外の大会での活躍が顕著であった競技者や、
陸上競技を通じて社会に貢献した競技者、関係者
を表彰することを目的として開催するものです。
　表彰は、新人賞（東京運動記者クラブ選出2名／
陸連選出1名）、特別賞、優秀選手賞、そしてその
年の活躍が最も顕著であった競技者に贈るアスリ
ート・オブ・ザ・イヤーの4カテゴリー。今年は誰
が選ばれるのか？
　受賞者は17日に発表し、オフィシャルWEBサ
イトでお知らせします。また次号の陸連時報でも
記事を掲載します。

写真提供：フォート・キシモト
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